
安
全
・
安
心
・
環
境
に
や
さ
し
い

　
産
業
ガ
ス
は
、
文
字
通
り
製
品
の
開
発
か
ら
製
造
、
部
材
加
工
、
品
質
管
理
、
設
備
保
全
に
至
る
ま
で
、
産
業

界
で
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
度
上
期
は
、
鉄
鋼
、
自
動
車
、
化
学
な
ど
、
わ
が
国
の
基
幹
産
業
に

お
け
る
需
要
が
回
復
。
足
元
で
は
景
気
の
先
行
き
に
不
透
明
感
が
あ
る
も
の
の
、
需
要
は
し
ば
ら
く
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
分
野
を
中
心
に
堅
調
に
推
移
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
産
業
ガ
ス
関
連
各
社
が
業
界
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
環
境
問
題
へ
の
対
応
だ
。
環
境
へ
の
配
慮
は
企
業
の
責
任
と
し
て
も
、
成
長
戦
略
の

一
環
と
し
て
も
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

産
業
用
ガ
ス
と
ガ
ス
発
生
装
置

需
要
、
回
復
基
調
主
要
３
品
目
で
増
加
１
０
年
度
上
期
産
業
ガ
ス
販
売
量

変
わ
る
業
界
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日
本
産
業
・
医
療
ガ
ス
協

会
に
よ
る
と
、
２
０
１
０
年

度
上
期
の
主
要
産
業
ガ
ス
の

販
売
量
は
、
窒
素
が

億
４

０
７
０
万
立
方

前
年
同

期
比
７
％
増

、
酸
素
が
９

億
６
４
２
５
万
立
方

同

９
％
増

、
ア
ル
ゴ
ン
が
１

億
７
０
４
万
立
方

同
７

％
増

と
堅
調
だ
っ
た
。
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の

年
度
上
期
の
水
準
に
は
及
ば

な
い
が
、
回
復
基
調
に
あ
る

こ
と
は
見
て
と
れ
る
。

　
半
導
体
材
料
ガ
ス
の

年

度
上
期
の
統
計
は
現
在
発
表

さ
れ
て
い
な
い
が
、
好
調
だ

っ
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
業

界
の
需
要
が
反
映
さ
れ
て
大

き
く
回
復
し
た
と
み
ら
れ

る
。
産
業
ガ
ス
国
内
首
位
で

半
導
体
関
連
で
は
世
界
３
強

の
一
角
を
占
め
る
大
陽
日
酸

の
上
期
決
算
に
よ
る
と
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
事
業

の
売
り
上
げ
が
前
年
同
期
比

で

％
増
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
も
そ
の
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
家

電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

制
度
が
３
月
ま
で

に
打
ち
切
ら
れ
る

な
ど
不
安
要
素
も

あ
る
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

多
機
能
携
帯
端
末

の
普
及
が
需
要
を

下
支
え
す
る
と
期

待
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
産
業
ガ
ス
各

社
は
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
関
連
を

中
心
に
販
促
、
海

外
展
開
を
加
速
し

て
い
る
。

　
製
法
に
目
を
転
じ
て
み

る
。
窒
素
、
酸
素
、
ア
ル
ゴ

ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
空
気
中
に

％
、

％
、
１
％
程
度
含

ま
れ
て
お
り
、
通
常
空
気
か

ら
抽
出
さ
れ
る
た
め
エ
ア
・

セ
パ
レ
ー
ト
ガ
ス
と
呼
ば
れ

る
。
抽
出
方
法
に
は
吸
着
剤

や
膜
を
利
用
し
た
も
の
も
あ

る
が
現
在
、
主
流
と
な
っ
て

い
る
の
は
酸
素
、
窒
素
、
ア

ル
ゴ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
沸
点
の

違
い
を
利
用
し
た
圧
縮
深
冷

分
離
法
で
あ
る
。

　
こ
の
製
法
の
特
徴
は
空
気

を
圧
縮
し
て
液
化
す
る
際
に

大
量
の
電
気
を
要
す
る
こ

と
。
従
来
の
空
気
分
離
装
置

で
は
、
液
化
酸
素
を
１
時
間

に
１
万
立
方
メ
ー
ト
ル
製
造

す
る
場
合
、
約
１
万
５
０
０

０
世
帯
が
１
時
間
に
使
う
電

力
を
消
費
す
る
と
い
う
。
そ

の
た
め
、
業
界
各
社
は
地
球

温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
製

造
工
程
に
お
け
る
省
電
力
化

を
推
し
進
め
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
型
の
空
気
分
離
装
置
の
開

発
や
導
入
だ
。
大
陽
日
酸
は

装
置
や
空
気
圧
縮
機
の
大
型

化
な
ど
で
、
同
社
従
来
製
品

比
で
約

％
使
用
電
力
を
削

減
し
た
超
大
型
空
気
分
離
装

置
を
開
発
。
現
在
も
蒸
留
器

な
ど
の
要
素
技
術
の
改
良
に

努
め
、
一
層
の
省
エ
ネ
化
を

目
指
し
て
い
る
。

　

本
文
、
次
ペ
ー
ジ
下
段

に
続
く

　
燃
料
用
の
都
市
ガ
ス
や
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
な
ど
と
区
別
さ
れ
、

主
に
製
造
現
場
で
原
料
や
雰

囲
気
ガ
ス
と
し
て
利
用
さ
れ

る
産
業
ガ
ス
。
酸
素
、
窒
素

な
ど
単
体
と
し
て
用
い
ら
れ

る
も
の
か
ら
、
２
種
類
以
上

の
ガ
ス
を
混
合
し
て
機
能
性

を
高
め
た
も
の
、
半
導
体
製

造
や
分
析
機
器
の
校
正
用
の

高
純
度
ガ
ス
ま
で
、
そ
の
種

類
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
需
要

が
大
き
い
の
が
窒
素
、
酸

素
、
ア
ル
ゴ
ン
の
３
品
目

だ
。
窒
素
は
常
温
で
不
活
性

な
性
質
か
ら
酸
化
防
止
の
た

め
の
雰
囲
気
ガ
ス
に
、
ま
た

液
化
窒
素
は
食
品
な
ど
の
冷

却
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

酸
素
は
強
い
支
燃
性
と
酸
化

力
を
生
か
し
て
、
燃
焼
関
連

の
補
助
燃
料
や
化
学
工
業
に

お
け
る
酸
化
剤
と
し
て
活

躍
。
ア
ル
ゴ
ン
は
高
温
・
高

圧
下
で
も
不
活
性
な
た
め
、

鉄
鋼
の
精
錬
、
溶
接
な
ど
の

金
属
加
工
、
超
高
純
度
シ
リ

コ
ン
単
結
晶
の
製
造
に
欠
か

せ
な
い
存
在
だ
。


